更相第５８号　
令和元年１１月１２日　
各市町村　福祉主管課長 
　  様
各関係機関の長　　　
 　　　                                  
岐阜県身体障害者更生相談所長
　　
身体障がい者福祉関係職員圏域研修会（中濃・飛騨圏域）の開催に
ついて（ストーマ）
　日頃より当所の業務にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。
　当所では、身体に障がいのある方々への理解を深めていただくため、県内各圏域で身体障がい者福祉関係職員を対象とした研修会を開催しています。
　今回、下記のとおり研修会を開催しますので、関係者の参加につきましてご配慮くださいますようお願いいたします。（今年度、中濃圏域と飛騨圏域については合同で開催します）
　つきましては、別紙の参加申込書によりファックス、メールで令和元年１２月４日（水）までにお申し込みください。
　なお、中濃・飛騨圏域の市町村だけでなく他圏域の市町村の方も参加していただけます。多数のご参加をお待ちしています。
記
１　日　時　　令和元年１２月１０日（火）　１３：３０～１５：３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付　１３：００～）
２　場　所　　郡上総合庁舎　５階　大会議室
        　　　　（郡上市八幡町初音１７２７－２）

３　対象者　　市町村障がい福祉担当職員、障害福祉サービス事業者関係職員
　　　　　　　高齢者施設職員、介護保険事業所職員、身体障害者相談員　など

４　内　 容 　講演「ストーマについて」（仮）
講師　社会医療法人厚生会　木沢記念病院

皮膚・排泄ケア認定看護師　丹羽　美和子　氏
　障がい者施設等でストーマをお持ちの方の対応をされている皆さま

市町村障がい者福祉担当の皆さま

　ストーマとはギリシャ語で「口」を意味し、おなかの外につくった便や尿の排泄口のことで、人工肛門・人工膀胱とも言われています。

　岐阜県内のぼうこう・直腸機能障害の身体障害者手帳所持者はここ数年四千名弱で推移しています。また、公共施設を中心にオストメイト（ストーマ保有者）に対応したトイレも徐々に増えています。
今回は皮膚・排泄ケア認定看護師としてご活躍の講師からストーマの種類、特徴、ケアの方法、装具の種類、日常生活での注意点等を教えていただきます。
　一緒にストーマについて学びましょう！
　　　　　
　＜問い合わせ先＞　
岐阜県身体障害者更生相談所　担当 河合　渚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒502-0854　岐阜市鷺山向井2563-18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　058-231-9715

　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　058-231-9716

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail　c22201@pref.gifu.lg.jp
(別紙）　　　　　　　　　　　　　　　（ファクス：０５８－２３１－９７１６）
身体障がい者福祉関係職員圏域研修会（中濃・飛騨圏域）参加申込書
　（研修会参加者）

	所属 と 所在市町村名

	　 氏　　　名
	職　　種　　等

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※「職種等」は、自治体福祉担当職員、保健師、ホームヘルパー、身体障害者相談員、施設職員（施設名）等と記入してください。


　
　　（とりまとめ担当者）
	担　当　部　署　名

	氏　　　名
	電　話　番　号

	
	
	


  ※講師に対して質問したいことや疑問点がありましたらご記入ください。
	


※この申込書の提出に際し、添書・鑑文書は不要です。
